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新潟国際情報大学の教育研究者総覧について

　本学は平成6年春に開学致しました。平成3年か

ら大学設置基準の大綱化が始まりましたから、まさ

に21世紀に向けて開学した大学と言えましょう。創

設前には二学部の設置を考えておりましたが、創設

の理念と目的から、一学部二学科の構成で発足しま

した。日本における文化、杜会に対する理解と認識

を基に、国際的視野を持ち国際化、情報化された杜

会で役立つ、意欲あり、健全で個性豊かな人材を育

成することを目的としております。即ち、情報文化

学部のもとに情報文化学科と情報システム学科があ

ります。とくに情報文化学科では、実際的な英語の

習得と情報システムの学習のほか、英語、中国語、

韓国語、ロシア語の何れか一カ国語を約半年間の留

学も加えて習得し、異文化をわが国の文化と対比し

つつ理解し、杜会で役立つ人物を養成すべく努力し、

一方、情報システム学科では英語の濃厚な学習と共

に、グローバルに構築されつつある情報システムの

理論と実際を会得し、それの杜会各分野における応

用を学び、その能力を十分に活用しうる人物を養成

すべく努力しております。また両学科において、教

養教育と少人数教育により、心温かく、人間性豊か

な杜会人を育てるべく力を注いでおります。

　このような大学の目的を完遂するために相応しい

教員、職員の人達が集って、開学し今日に至りまし

た。そして開学以来、満8年を経過して、定年退官

の教員の方も出て来ましたが、新任の教員も増え、

新しい息吹も感じられます。大学の教育、研究の分

野が大変広いことは申すまでもありませんが、本学

は総合大学ほど規模は大きくありませんので、ある

程度焦点を絞って学生教育を行う事ができます。そ

れだけに教員の人達の専攻も絞られているところが

ありますが、大学の標棲から見られる如く、企業人

としての大変貴重なキャリアを持って赴任された教

員の人が多いのも特徴でありましょう。またそれぞ

れ中国、韓国、ロシア、米国の出身の教員の人達は

日本語も普通に話しています。学生にとって大変恵

まれた教員構成ではないかと思います。

　このような貴重な経歴を持つため、新潟県内外の

諾大学の非常勤講師、県内官公庁の委員会委員、企

業などの相談役、県や県内市町村の生涯学習や講演

会の講師などを務める教員の人達も多いのでありま

す。勿論、本学独自の講演会や講習会も開催いたし

ており、杜会に向かって開いた門戸をもっと広げた

いと考えております。この研究者総覧が本学の教員

＼
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同士がお互いを知るため、また職員や学生が教員の

人達を知るのに役立つ事は申すまでもありません

が、それよりも、他大学や高等学校の教職員の方々

や、県内外の企業や官公庁などの沢山の方々に本学

の教員の人達を知って頂きたいと思うのでありま

す。本書の意図するところをご理解頂ければ幸いで

あります。本書をご覧頂き、ご希望やご質問があれ

ば、遠慮無く本学宛にご連絡頂きたいと存じており

ます。

の

企

演

ま

し

た

員

2002年4月

新潟国際膚報大学長武藤輝一
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収録内容

平成14年4月1日現在で本学に在職する専任の教員（教授，助
教授，講師並びにインストラクター）を収録し，記載事項については，

平成14年4月1日現在のものとした。

掲載順

学長並びに本学を構成する教員を学科毎に掲載し，その所属こと

に教授，助教授，講師，インストラクターの順とした。

掲載事項

氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴
受　賞　歴

研究分野
主要業績

所属学会
そ　の　他

フリガナ□一マ字を付記。なお，旧姓又は通称名

の併記は，氏名の下段に（）書きとした。

男・女の別を記載。

西暦で記載。

現在の職名及び（）書きで就任年月を記載。

学部長，学科長にあっては，その職名を記載。

Eメール（電子メール）アドレスを記載。

大学等及び大学院を記載。なお，大学院博±課程

の単位取得満期退学も記載。

学位名，授与大学名，取得年月を記載。

職名，在職期問を併記。（問近の経歴を含む。）

主要な経歴学術に関する受賞状況について，賞の

名称，受賞年月を記載。

現在の研究テーマについて記載。

過去に発行した著書・学術論文のうちから主なも

のをその題名，発行年月，誌名・発行所を記載。

主なものを記載。

所属する委員会や研究会等，特記すべき事項を記載。
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学　長

ムトウ　　テルカズ

武藤　輝一　　MUTO　Terukazu

男

1929年8月5日生

学長（2000年4月）

E－mail1muto＠nuis．ac．jp

1954年新潟大学新潟医科大学医学科卒業

1959年新潟大学大学院医学研究科博±課程修了

医学博士（新潟大学、1959年3月）

1970年10月～1992年9月新潟大学医学部教授

1987年6月～1989年6月新潟大学医学部付属病院長

1989年10月～1992年1月新潟大学医学部長

1992年2月～1998年1月新潟大学長

1998年4月～2000年3月長岡赤十字病院長

第35回新潟日報文化賞（1982年）
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消化器外科学、外科学一般

1．消化器癌の外科

　キーワード1消化器外科、癌

2．外科領域における代謝と栄養

　キーワード：外科、代謝、経静脈栄養、経腸栄養

著書

①『新外科学体系』30巻・52冊、編集・執筆、東京、中山書店、1993年1月

②『標準外科学』第1版一第8版、監修・編集・執筆、東京、医学書院、1976

　　年6月一1998年5月

論文

①「lsopowermapsoftheelectrogastrogram（EGG）aftertotoa19astrectomy

　　or　tota■coIectomy」Neurogastroentero1ogy　and　Moti1ity11巻6号、441－

　　448頁、1999年6月（共著）

②「温故知新一日本における静脈経腸栄養研究」　静脈経腸栄養14巻2号、

　　3－11頁、1999年10月（単著）

③「20世紀における外科の展開」日本外科学会誌101巻3号、269－273頁、

　　2000年3月（単著）

④「消化管のすべて一癌と遺伝子、移植などを含めて」病栄協ガイドブック

　　「消化管のすべて一胃・腸一」1－9頁、日本栄養±会、全国病院栄養士協

　　議会出版、2000年3月（単著）

⑤「消化器の病気一遺伝子診断及びピ□リ菌」　学術の動向5巻5号、50－

　　52頁、2000年5月（単著）

⑥「これからの外科系専門医制度」日本外科学会誌102巻3号、291－293頁、

　　2001年3月（単著）

⑦「21世紀での胃癌撲滅に向けて」学術の動向6巻12号、86－88頁、2001

　　年12月（単著）

日本外科学会、日本消化器外科学会、日本消化器病学会

日本外科代謝栄養学会、日本静脈・経腸栄養学会

日本小児外科学会、日本癌治療学会

第17期、第18期日本学術会議会員（1997年7月～2003年7月）
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」」爵　　名

癖一・一別

錐・奪月日

」職・一一一名

」連絡蒲法

学一・・　歴

学一・一位

職；　歴

研究戴野

漣嚢一業績

一所属一学会」」

竈一の　他」

イチオカ　　マサオ

市岡　政夫　1CHlOKA　Masao

男

1939年12月14日生

教授（1994年4月）・学生部長

E－mail1ichioka＠nuis．ac．jp

1963年早稲田大学第一文学部露文専修卒業

文学学±（早稲田大学、1963年3月）

1992年～1994年新潟市国際文化部長

1993年～1995年（財団法人）環日本海経済研究所所長

環日本海圏の一地域でもある□シア極東。日・□関係の主要な舞台は常に極東

の地にあった。それにも拘わらず、極東に関する研究に対しては、これまで必

ずしも大きな関心が払われてきたとは言えない。日・口関係が大きく転換しよ

うとしている今日、極東研究は日・□双方にとってますますその重要性を増し

てし、る。また、戦後の日・□（ソ）関係のなかで見過こすことができないのが、

いわゆる民問外交である。特に、この分野で新潟が果たしてきた役割は小さく

ない。新潟を中心とする自治体の国際交流につし、ても、環日本海圏構築の立場

から研究を続けていきたい。

著書

①『自治体の国際交流』（共著）（学陽書房、r984年）

②『自治体の国際政策』（共著）（学陽書房、1988年）

③『入門ロシア極東生情報』（共著）（テレビ新潟放送網、1996年）

④『自治体外交』（単著）（日本経済評論社、2000年）

論文

①「日本海を囲む輪を」（世界1991年3月）

②「環日本海経済圏の主役は新潟」（エコノミスト1991年5月）

③「環日本海経済圏の将来像」（世界経済評論1995年4月）

④「環日本海の外資導入」（ユーラシア研究1997年1月）

ロシア東欧学会

日本ロシア文学会

環日本海学会

モスクワ国立大学留学　ロシア語教授法（1967～1968年）

極東国立総合大学準教授　ロシア極東（1991～1992年）

＼
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氏　　　名

牲　’別
塞一年・角日

職　　一名

連絡方法
学　　一歴

学」一　位

職」」一　歴

臨・葬翁野

溝壌繋」績

所庸学会

そ　の　他

オウ　　ケンエイ

厘　建英　OU　Jianying

女

1955年10月27日生

教授（1998年4月）

E－mail1ou＠nuis．acljp

1982年広少1’1外国語大学　日本言語文学科卒業

1984年北京師範大学歴史学系修士課程卒業（文学修±）

1993年東京大学総合文化研究科博士課程修了

博士（文学、東京大学、1993年3月）

1984～1993年（中国）壁南大学歴史学部専任講師

1988～1995年学習院大学文学部兼任講師

1993～1994年東京大学教養学部客員研究員

1994～1997年新潟国際情報大学助教授

中国の民主化と多民族社会。中国は発展途上国として、また多民族国家として

様々な苦悩を抱えている。私は主として、近代中国の民主化と民族のあり方に

関する思想や論理の変化を解明し、これによって、現代中国社会のあり方を規

定する諸要因を把握したい。その手がかりとして研究している中国の思想家は

厳復である。また、比較研究という視点から、福沢諭吉の思想をはじめ日本近

代思想を研究してし、る。同時に、グローバリゼーションにおける中国の思想や

論理の変遷にも注目していきたい。

著書

①『日本的市民社会』（監修）（新世紀出版社1992年）

②『福澤諭吉与日本近代化』原著者・丸山真男（編集・翻訳）（学林出版社

　　1992年）

③『近代日本と東アジア』（共著）（筑摩書房1995年）

④『最新教科書・現代中国』（共著）（柏書房1998年）

⑤『中国における福沢諭吉理解』（日本歴史学会編日本歴史1992年2月号）

⑥『福沢諭吉研究と丸山眞男』（みすず書房みすず1992年10月号）

⑦『励みと悲しみ　近代中国と日本』（岩波書店世界1995年3月号）

⑧『丸山真男における国民国家と永久革命』（歴史学研究会編歴史学研究

　　1998年3月号）

⑨『中国における進化論の受容　厳復の天演論を中心に』（新潟国際情報大

　　学情報文化学部紀要第2号1999年3月）

⑪『厳復の政治学における国家理論』（慶鷹義塾福沢研究センター近代日本

　　研究第17巻）

⑪『厳復の老荘注釈における意味』（慶鷹義塾福沢研究センター近代日本研

　　究第18巻）

中国社会文化学会・アジア政経学会・政治思想学会

中国・中国日本史学会（理事）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
アメリカ・AmericanPoliticalScienceAssociation

1986年に東京大学大学院で近代日本思想を研究するために来日。以後同大学

院で研究するかたわら、学習院大学で兼任講師をつとめ、また慶鷹義塾福沢研

究センター、東京大学教養学部の客員研究員を兼務した。
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氏一　　名

≡性一　別

隼年月日
職　　　名

連絡芳法
学」一　歴

学　　　位

職　　　歴

研窮翁野

一韮婁業績

所属」誰。会一

そ」・⑳他

ハラグチ　　タケヒコ

原□　武彦　HARAGUCHl　Takehiko

男

1934年10月10日生

教授（1994年4月）

E－mail1takehiko＠nuis．ac．jp

1960年早稲田大学第一政治経済学部卒業

1962年早稲田大学大学院経済学研究科経済学専攻修±課程修了

経済学修士（早稲田大学、1962年3月）

アジア経済研究所アフリカ総合研究プロジェクト・コーディネイター

仏語圏西アフリカ諸国の態様を素材として、現代世界における国家と族的集団

（部族、民族、エスニック・グループ）との関係を考察する。

著書

①『部族一その意味とコートジボワールの現実一』（アジア経済研究所

　　1975年）

②『アビジャン日誌一西アフリカとの対話一』（アジア経済研究所1985年）

③『転換期アフリカの政治経済』（編著）（アジア経済研究所1993年）

④『構造調整とアフリカ農業』（編著）（アジア経済研究所1995年）

⑤『部族と国家一その意味とコートジボワールの現実』（アジア経済研究所

　　1996年）

⑥『現代国家と移民労働者』（共著）（有信堂、1992年）

諭文

①「私の地域研究観」私学公論（1991年7・8月合併号）

②「英語圏におけるEthnicity論の展開」新潟国際情報大学紀要（創刊号1998

　　年3月）

日本アフリカ学会
チュニジア・チュニス大学社会経済研究所客員研究員（1966・4～1967・9）

コートジボワール社会経済研究センター客員研究員（1967・10～1968・3）

（1982・4～1984・3）（1988・4～1990・3）
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1集団

究所

1年）

＝究所

1998

9）

3）

一氏一」　名

性　一　別

一聖一年掲日

職　　　署

一。連絡痘法

学」」　歴

：学一」・　位

職一　・歴

研・義一翁1野

一霊嚢業績一

所属学会

アレクサンドル　　　プラーソル

Alexander　Praso1

男

1952年10月26日生

教授（2000年4月）

E－mail1Prasol＠nuis．ac．jp

1975年極東国立大学（ロシア）日本言語文学科卒業

1978年モスクワ大学日本言語学系修士課程終了

文学修士（モスクワ大学、1979年）

1978～1980年極東大学東洋学部助手

1980～1985年同学部専任講師

1985～1991年同学部助教授

1981～1991年同学部日本言語文学学科主任

1991～1994年新潟大学教養部助教授

1994～1999年新潟大学人文学部助教授

1999～2000年新潟大学人文学部非常勤講師

大学卒業後、日本語と日本文化の研究をすすめてきたが、来日すると、ロシア

語・□シア文化も研究することになった。現在は、両方とも行ってし、る。ロシ

ア史概説と□シア文化論を担当するので、ロシアの過去の文化と社会、ロシア

人発想の起源、ロシア人論の説に興味を持っている。現代の□シア人として、

激しし、移り変わりを体験しつつある新しい□シア連邦からのニュースを分析し

ている。ロシア人の目でみた日本、日本人の目で見た□シア、両国問の交流と

諸問題などについて考えている。

著書

①『日本語会話』（共著）極東大学出版部1984年

②『日本語会話における終助詞』（単著）極東大学出版部1989年、1999年出版

③『日本教育の成立』（8～19世紀）ダリナウカ出版、2001（単著）

論文

①「現代日本語における接続詞と接続助詞」（修士論文）単著1979年（モスクワ）

3需濫篶膿驚欝艶碧1目黒箒（罫鶉年／
　　（モスクワ）

④「擬音語・擬態語の意味と用法」（単著）1984年（ウラジオストック）

⑤「現代日本語における終助詞の弁別的特徴について」（単著）1986年（レニ

　ングラード）

⑥「ソビエトの現状と日本への期待」（単著）1992年（新潟大学）

⑦「日本語における因果関係を表す接続方法について」（単著）1992年（新潟大学）

⑧「交流と外国語教育」（単著）1993年（新潟大学）

⑨「日本語条件形式の用法をめぐって」（単著）1995年（新潟大学）

⑪「現代□シア語における俗語と隠語について」（単著）1996年（新潟大学）

⑪「徳川時代の学校教育」（単著）1998年（ウラジオストック）

⑫「古代日本の教育の成立と最初の教育機関」（単著）1998年（ウラジオストック）

⑬「SomeFeaturθsOftheSentence－FinalParticlesinJapanese」（単著）

　1999年（新潟大学）

⑭「鎌倉・室田丁時代の教育」（単著）1999年（ウラジオストック）

⑮「徳川時代の文化と家庭教育」（単著）2001年（ウラジオストック）

⑯「明治初期教育制度の変還」（1868～1871年）新潟国際情報大学情報文化学

　部紀要第5号、2002年
日本□シア文学会、新潟大学環日本海研究会
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塗篤貝」鼻
一一、一職一、」銘

薄三・一11一位

一・研1鶉薫鎧野

一窪」糞・業績」

一」静属箏一会

ウスイ　　　ヨウイチ□ウ

臼井　陽一郎　USUl　Yoichiro

男

1965年8月10日生

助教授（2000年4月）

E－mai1：usui＠nuis．ac．jp

1989年早稲田大学社会科学部卒業

1992年早稲田大学大学院経済学研究科修±課程修了

1995年早稲田大学大学院経済学研究科博±課程単位取得退学

修±（早稲田大学経済学研究科）、MA　by　research（リーズ大学法学部）

1994～1996年早稲田大学社会科学部助手

1997年新潟国際情報大学専任講師
欧少1’1統合論、EUの統治と法秩序、ECの環境政策と環境法。

欧州共同体の環境政策を支える制度枠組みと、環境法規範の発展過程に関心が

ある。また、社会構成主義（Social　Constructivism）の観点から、法に対する

学際的な研究アプ□一チを模索してし、る。

著書
①『世界システムの「ゆらぎ」の構造1EU・東アジア・世界経済』田村正

　　勝・臼井陽一郎著、早大出版部、1998年2月。

諭文

①‘NormEvolutioninECEnvironmentalLa〉ConstitutionalismWeb－papers

　　（ConWEB）No．1／2002．2002年1月。
②EU研究における統治（Governance）論の射程『新潟国際情報大学紀要』

　　第5号、2002年3月。

③‘Governance，LegalOrder，andSocia1lntegration1ReviewingNew
　　Governance　approaches　in　EU　Studies’『新潟国際情報大学紀要』第3号、

　　2000年3月。

④EUの政治システムをめぐる問題状況『新潟国際情報大学紀要』第2号、

　　1999年3月。

⑤「EC環境政策の新展開とローカル環境イニシアティブ」『経済社会学会年

　　報』第20号、1998年9月。
⑥「EUの通商戦田各とWT0への対応」『外交時報』第1331号、外交時報社、

　　1996年9月。

⑦「EUにおける近代国家の変容と地域政策の展開」『ソシオ・サイエンス』

　　第2号、早稲田大学大学院社会科学研究科、1996年3月。

⑥「EUにおけるサプシディアリティーの原理と協調的連邦制の概念」『ソシ

　　オ・サイエンス』第1号、早稲田大学大学院社会科学研究科、1995年3月。

UACES，EUSA、日本EU学会、経済社会学会
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関心が

対する

田村正

⊃apers

圭紀要』

⊇New
第3号、

第2号、

学会年

寺報社、

ニンス』

『ソシ

13月。

氏」　名
性」　別
窒隼塙・日

職　　一名

一運絡赤法
学　　．歴

」学一　・位

職　　癌

一搦究鎌野一

、華婁業績一

一所属学会

才チ　　　　トシオ

越智　敏夫　OCHl　Toshio

男

1961年7月7日生

助教授（1999年4月）

E－mail：tochi＠nuis，ac．jp

1986年立教大学法学部卒業

1992年慶鷹義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程単位取得満期退学

法学修士（慶鷹義塾大学政治学専攻、1988年3月）

1992～1994年立教大学法学部助手

1994～1996年シカゴ大学客員研究員

1996年新潟国際情報大学専任講師

現代政治理論、アメリカ政治論。

現代政治理論の発展と市民社会・政治文化の関連の研究。主に20世紀のアメ

リカ合衆国を中心にした先進諸国における政治的理念の展開を現実政治との関

係のなかで考察する。そうすることにより、国民国家を中心概念とした一元的

な政治統合の態様を批判的に検討し、その代替物の可能性を政治理論的課題と

して考えたい。また、その議論の前捉としておきたいのは、目の前にある政治

制度や政治体制は所与のものとして存在しているのではなく、それらはあくま

でも変革可能な「状況」の論理のもとに置かれているということである。

著書

①『市民政治のフ□ンティア』（共著、世織書房、2002年）

②『講座政治学第一巻・政治理論』（共著、三嶺書房、1999年）

③『グ□一バル・デモクラシーの政治空間』（共著、束信堂、1997年）

論文

①「司法制度改革の政治的意義」（月刊司法改革第20号、2001年）

②「アメリカ合衆国におけるマイノリティ文化の人為的形成」（地域文化研究

　第4号、2000年）

③「他者理解の政治学1多文化主義への政治理論的対応」（新潟国際’情報大学

　情報文化学部紀要第2号、1999年）

④「日本一自閉する国民国家」（私学公論1997年3・4月号）

⑤「政治文化と市民宗教」（立教法学第38号1994年）

⑥「アメリカ市民社会の自画像」（私学公論1993年10月号）

⑦「政治統合論の一考察一市民宗教を中心として」（慶鷹義塾大学大学院法学

　研究科論文集第32号1991年）

日本政治学会

日本アメリカ学会

American　Political　Science　Association

政治思想学会

地域文化学会
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氏　　　茗

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究扮野
垂要業績

所」属学会一

コバヤシ　　モトヒロ

小林　元裕　KOBAYASHl　Motohiro

男

1963年1月1日生

助教授（2001年9月）

E－mail1Kobayasi＠nuis．ac．jp

1986年横浜市立大学文理学部文科卒業
1989年立教大学大学院文学研究科史学専攻博±課程前期課程修了

1990～1992年南開大学留学
1996年立教大学大学院文学研究科史学専攻博士課程後期課程退学
文学修±（立教大学、1。。。年。月）　　　　　　　1

1996～1998年立教大学非常勤講師
1997～1998年宇都宮大学・日本体育大学非常勤講師

1998～2001年在藩陽日本国総領事館専門調査員

日中関係論・日中近現代史

著書
①『東京裁判資料・田中隆吉尋問調書』（共編、大月書店、1994年）

②『天津史一再生する都市のトポロジー』（共著、東方書店、1999年）

諭文
①「1920年代天津における日本人居留民」（『史苑』第55巻第2号、1995年）

②「中国における日本現代史研究の動向」（『年報日本現代史』第1号、東出版、

　　1995年）

③「天津事件再考一天津総領事館・支那駐屯軍・日本人居留民一」（『日本植民

　　地研究』第8号、1996年）

④「阿片をめぐる日本と1王兆銘政権の『相剋』」（『年報日本現代史』第3号、現代

　　史料出版、1997年）

⑤「DrugOperationsbyResidentJapaneseinTianjin」（『OpiumRegimes－
　　China，Britain，and　Japan，1839－1952』，Berkeley：University　of　California

　　Press，2000）

⑥「移行期における民営経済一中国・藩陽にみる歴史的背景と現在」（共著、

　　『東亜』2001年2月号）

日本植民地研究会

日本現代史研究会

中国現代史研究会
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」一氏　　竈

一一性」一」一　別

生年局」匿1

職一　　名

一連絡着法
学・」・・1歴

学　　　位

職　　　歴」

研究粉野

1養」撃業績

所属学会

そ　の　他

サワグチ　　シンイチ

澤口　晋一　SAWAGUCHl　Shin－ichi

男

1959年2月10日生

助教授（1999年4月）

E－mail1sawashin＠nuis．ac．jp

1983年明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

1992年明治大学大学院文学研究科地理学専攻博士後期課程単位取得

博±（地理学）明治大学、2001年3月

1992～1996年明治大学文学部・国±舘大学文学部非常勤講師

1994～1996年東海大学文学部非常勤講師

1996年新潟国際情報大学専任講師

①高緯度極地と中緯度高山山地における地形プ□セスの比較研究。

②氷河・周氷河地形に基づく氷期の古環境復元。

著書

①『日本の地形3東北』（分担執筆）東京大学出版会（2002年）

②『山名・用語辞典』（分担執筆）山と渓谷社（1998年）

③『第四紀露頭集一日本のテフラ』（分担執筆）（日本第四紀学会1996年）

④『世界の山々』（分担執筆）（古今書院1995年）

⑤『山の自然学入門』（分担執筆）（古今書院1992年）

論文

①「Ho1ocθneGlacialAdvancesinKorytoG1acier，KamchatkaRussia」

　　（Cryospheric　Studies　in　Kamchatka　I1998年）

②「スピッツベルゲン、ニューオールスンにおける地温観測」（地学雑誌107－

　　51998年）
③「北上山地における周氷河性斜面物質移動と凍上に関する野外実験」（地形

　　19－31998年）

④「スピッツベルゲンの周氷河性岩屑斜面における斜面物質の移動速度とプ

　　ロセス」（地学雑誌104－61995年）

⑤「スピッツベルゲンおよびわが国高山・山地における凍結融解による斜面

　　物質移動」（地理学評論65－21992年）

⑥「TimingoftheLittlelceAgeGlaciationinReinda1en，West
　　Spitsbergen，Reconstructed　by　Lichenometry」（Proceedings　of　the

　　lnternational　Symposium　on　the　Little　lce　Age　Climate1992年）

⑦「北上川上流域における最終氷期後半の化石周氷河現象一ソリフラクショ

　　ン□一プ、階状±の形成期と古環境一」（季刊地理学44－11992年）

日本地理学会

日本第四紀学会

東北地理学会

東京地学協会

日本地形学連合

　r988～1989年夏期、教育社極地プ□ジェクト研究分担者として北極圏スバ

　ルバール諸島調査

　1990～1992年および1994年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担

　者として北極圏スバルバール諸島調査

　1997年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担者として、カムチャ

　ッカ半島調査

　2001年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担者として、カナダ北

　極圏エルズメア島調査。
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職一　　歴

研・轟翁野一

鐘嚢業」績一

所属学会

そ　の　他

夕力八シ　　マサキ

高橋　正樹　TAKAHASHl　Masaki
男

1956年3月1日生

助教授（1998年4月）

E－mail1tmasaki＠nuis．ac．jp

1981年中央大学法学部政治学科卒業

1990年中央大学大学院法学研究科政治学専攻博±後期課程満期退学

法学修±（中央大学、1985年3月）

タイ国タマサート大学客員研究員

中央大学法学部兼任講師

白鴎大学法学部非常勤講師

タイを中心とした束南アジアの政治が研究分野です。とくに、現在は冷戦とタ

イの「国民国家」構築の関係に興味を持っています。近代国家は国民国家をモ

デルにして構築されてきました。タイも例外ではなく、国民国家の構築を目的

に近代化を進めてきました。しかし、国民国家理念は支酉己の正当化の手段にな

ってきましたが、その擬制による矛盾は地域間や階級間の格差の増大の固定化

というかたちで表面化しています。その過程を冷戦時代のタイ国家研究を通じ

て明らかにすることが当面の研究テーマです。

1950年代中期以降、タイの周辺国であるベトナム、カンボジア、ラオスでは

独立をめぐる国内政治の不安定が続いていました。その結果、反共の世界戦田各

をとるアメリカとの関係を強め莫大な経済・軍事援助を得て、国内の開発を行

ない軍部の強化を図りました。バンコクの軍部を核とするタイの支配層は、そ

の過程でタイ政治における唯一の政治集団としてその権カ基盤の強化を図りま

した。さらに、この過程で国民形成が進められ、支配層をしめる華人がタイ国

民として同化を進めていきました。

このようなタイ国民国家の形成過程を冷戦状況との関係で考察することは、冷

戦構造の崩壊と経済のグ□一バル化の進む今日の国際状況の中で、タイ国家が

どのように変容するかを考える上で重要な視点を与えてくれるでしょう。

論文

①「19世紀前半におけるバンコク王朝の政治秩序一交易港と権威交易体

　　制一」『法学新報』第96巻1・2号（中央大学法学会）、1989年11月

②「カンボジア紛争とタイ外交（1978－1982年）」『中央大学企業研究所年報』

　　第14（ll）号（中央大学企業研究所）、1993年7月

　　StateofThaiStudiesinJapan，TheThai　SeminarofJapan編1996年9月

③「カンボジア紛争とタイ国共産党の崩壊一地域システムとタイ国家システ

　　ムー」『中央大学社会科学研究所共同研究報告書』（中央大学社会科学研

　　究所）、1997年7月

④「ア□ンの国際関係論の認識論的検討一その自然状態を中心に一」『新

　　潟国際情報大学情報文化学部紀要』1998年3月

⑤「諸国家システムにおける国民国家」『新潟国際情報大学1青報文化学部紀要』

　　2000年3月

日本国際政治学会・東南アジア史学会・日本平和学会・環日本海学会・地域文

化学会・タイ学会

タイ国タマサート大学客員研究員（1986～88年、1992～1994年）

アメリカでの調査・研究（1995～1996年）
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

グレゴリー　　　　八ド■」一

Gregory　Hadley

男

1965年3月12日生

助教授（2000年4月）

E－mail1hadley＠nuis，ac．jp

1987年Northwest　Missouri　State　University，USA

　　　　コミュニケーション専攻・スペイン語副専攻卒業

1992年Midwestern　BaptistTheological　Seminary，USA

　　　　神学専攻修±課程修了

1997年University　of　Birmingham，UK

　　　　応用言語学専攻修±課程修了
M。。t．r．fDi・i・ity，M・・t・r・fArt・（TEFL／TESL）

1997．2000年長岡工業高等専門学校外国人教師
①Personal　Construct　Repertory　Gridsによる社会的、教育的価値観の異文化問

　リサーチ。
②ユダヤ・キリスト教の信仰と倫理が西洋文化の形成に及ぼした影響。

③日本の大学における効果的な英語教育カリキュラムの開発。

諭文
①『ClassroomTeachersandClassroomResearch』（共著）（全国語学教育学一

　　会、1997年）
②「英語に対する学生の不安感一その積極的学習意欲への転換」（『看護教育』

　　医学書院、1994年）

③「LexisandCulture1BoundandDetermined？」（『JournalofPsycho－inguistic

　　Research』1997年）
④「UsingCorporawithJapaneseBeginners」（『lATEFLNews1etter』1998年）

⑤「ConcordancinginJapaneseTEFL：Un1ockingthePowerofData－Driven
　　Learning」（『The　Japanese　Learner』Oxford　University11998年）

⑥「AnlnvestigationofTechniquesthatEncourageandMeasureO「al
　　Communications　in　Japanese　EFL　Classrooms」（『長岡工業高等専門学校

　　研究紀要』1998年）

⑦「ReturningFullCircle：ASurveyofEFLSyllabusDesignsforthθNew
　　Mil1ennium」（『RELC　Journal』1998年）

⑧「lnnovativeCurriculainTertiaryELT1AJapaneseCaseStudy」

　　（『ELTJourna1』1999年）

⑨「ConstructionsacrossaCulturalGap」（共著）

　　（『Action　Research』，TESOL2001年）

全国語学教育学会（JALT）
■。t．r。。ti。。。lA。。。。i．ti。。。fT。・・h・r・・fE・gli・h…F・r・ig・L・・g・・g・（lATEFL）

大学英語教育学会（JACET）
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氏　一　名

性　　一別

生」年月日

職　　　名

運絡方法
学」　　歴

」学一・　位

戦　　歴

研究翁野

蛍要業績一

所属学会

そ　の　他

ヒ□セ　　　テイゾウ

広瀬　貞三　HlROSE　Teizo

男

1956年1月2日生

助教授（1998年4月）

E－mail1hirose＠nuis．ac．jp

1979年早稲田大学第二文学部東洋文化科卒業

1984年韓国・高麗大学大学院史学科韓国史専攻修士課程修了

文学修士（高麗大学、1984年2月）

中央大学経済学部兼任講師（朝鮮語担当）

1994年新潟国際情報大学専任講師

①朝鮮近現代史。返代における朝鮮社会の急速な変貌と、日本の植民地政策

　　との関連に関心を持つ。現在は発電所、道路、鉄道、河川改修などの産業

　　基盤整備がし、かに進められたのか、またその過程で朝鮮の従来の政治・経

　　済・社会などの構造がいかに変化したのかを中心に研究している。

②日本近代土木史。±木史を中心に、近代日本社会の特徴を明らかにする。

著書

①『問組百年史』全2巻（共著）（同社、1989．1990年）

②『ニッポン・コリア読本』（共著）（教育開発研究所、1991年）

③『産業の昭和社会史・12・土木』（共著）（日本経済評論社、1993年）

④『日本±木建設業史1』（共著）（日本±木工業会、2000年）

⑤『日清戦争期の韓国改革運動一甲午更張研究』（柳永益著）（共訳）（法政大

　　学出版局、2000年）

論文

①「19世紀末日本の朝鮮鉱山利権獲得企図（1882～94）」『史叢』（1984年10

　　月）（韓国）1～66頁

②「19世紀末日本の朝鮮鉱山利権獲得について一忠清道稜山金鉱を中心に」

　　『朝鮮史研究会論文集』22号（r985年3月）167～187頁

③「李容立羽の政治活動（1904～1907）について一その外交活動を中心に」

　　『朝鮮史研究会論文集』25号（1988年3月）83～109頁

④「水豊発電所建設による水没地問題一朝鮮側を中心に」『朝鮮学報』139号

　　（1991年4月）1～35頁

⑤「『官幹旋』と±建労働者一『道外斡旋』を中心に」『朝鮮史研究会論文集』

　　29号（1991年10月）115～137頁

⑥「植民地朝鮮における官斡旋±建労働者一道外斡旋を中心に」『朝鮮学報』

　　155号（1995年4月）1～46頁

⑦「1910年代における道路建設と朝鮮社会」『朝鮮学報』164号（1997年7月）

　　1～55頁

⑧「朝鮮における±地収用令一1910～20年代を中心に」『新潟国際情報大学

　　情報文化学部紀要』2号（1999年3月）1～22頁

⑨「植民地期における治水事業と朝鮮社会一洛東江を中心に」『朝鮮史研究会

　　論文集』37号（1999年10月）107～131頁

⑪「佐渡鉱山と朝鮮人労働者（1939～1945）」『新潟国際情報大学情報文化学

　　部紀要』3号（2000年3月）1～29頁

⑰「三信鉄道工事と朝鮮人労働者一『葉山嘉樹日記』を中心に」『新潟国際情

　　報大学情報文化学部紀要』4号（2001年3月）19～44頁

朝鮮史研究会・朝鮮学会・九少1’1大学朝鮮学研究会・国際韓国語教育学会・

日本植民地研究会

韓国留学（ソウル大学語学研究所、高麗大学）（1980年8月～1984年2月）
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職一　名
連」絡方法

学　　一歴

学　　位
職　　　歴

受一賛歴

研究翁野
主一要業績

所属学湊

ヤグチ　　ュウコ

矢口　裕子　YAGUCHl　Yuko
女

1961年2月22日生

助教授（2001年4月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔓

E－mail1yaguti＠nuis，ac・jp

1985年3月法政大学文学部英文学科卒業
1991年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学専攻修±課程修了

1994年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学専攻博±課程満期退学

文学修±（法政大学、1991年3月）

東京医科歯科大学非常勤講師（1994．4～2001．3）

1996年7月14日第回女性学研究国際奨励賞
アメリカ文学におけるジェンダー・セクシュアリティ研究（個人研究）

論文
①“AnaisNin1AnotherWomanNotintheNovels（I）”『法政大学大学院紀要』

　　第28号（67－84頁）（1992．3）
．②・…i・・i・1…t・・rW・・・…ti・t・・・…1・（・）”r1去政大学大学院紀要』

　　第30号（55－74頁）（1993．3）
③「S，mSheρard，FoolforLove一カウボーイが女を愛する時」法政大学英文

　　学会『英文学誌』第36号（65－85頁）（1994．2）

④「SamShepard，ALieoftheMind一新しいイヴの歌」日本アメリカ文学会

　　『アメリカ文学研究』第32号（57－74頁）（1996．3）

⑤・TheTextThatlstheWriter－AnaisNin1sDiary”AnaisiAnlnternational
　　J。。r。。1．V．1．16．A。。i．Ni・F…d・ti・・（PP．49－60）（1998・3）

⑥・ThelmaginaryFather”Anais－AnlnternationalJourna1・Vol・18・AnaisNin

　　F。。。d・ti・・（PP．46－60）（2000，3）

⑦「『パリ、テキサス』あるし、は砂漠の□マンス」全国アメリカ演劇研究者会議

　　『アメリカ演劇』第12号（65－85頁）（2000，6）

　日本アメリカ文学会

日本英文学会

　日本女性学会

　日本平和学会
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」掌・箏」位

概・鶉鐵野・一

1・蚤嚢繋葦緯1一

所慮学会

アンドウ　　ジュン

安藤　潤　ANDO　Jun

男

1968年3月25日生

講師（2000年4月）

E－mail1ando＠nuis．ac．jp

1992年3月早稲田大学政治経済学部経済学科卒業

1994年3月早稲田大学大学院経済学研究科修±課程修了

2000年3月早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得修了

経済学士（早稲田大学、1992年3月）

経済学修士（早稲田大学、1994年3月）

財団法人国際通信経済研究所嘱託研究員（1997年4月～2001年3月）

国士舘大学政経学部二部・法学部非常勤講師（2002年4月～）

①研究テーマ1防衛支出と経済成長に関する実証分析

　キーワード1防衛支出、externa1ity　effect，内生的経済成長論

　研究形態1個人研究

②研究テーマ：lTとマク□経済

　キーワード1生産1生パラドクス、ニュー・エコノミー論、電子商取引

　研究形態1個人研究

著書

①『サイバー社会におけるコーポレート・ガバナンス』第5章「サイバー社会

　　における1Tガバナンスー経済学的観点からの捉言」（共著、2000年3月発行）

　　財団法人国際通信経済研究所、76－95頁、共著者1◎水元豊文、飯塚留美、

　　大野司、坂部望、坂本博史、森下真理子

②『CurrentlssuesinEconomicPolicy』「Chapter6AStudyonthe‘Peace
　　Dividend’under　the　Clinton－s　Administration」（共書、2000年12月発行）

　　早稲田大学現代政治経済研究所、121－131頁、共書者1◎諏訪貞夫、松本保

　　美、松崎慈恵、馬場正弓ム、鑓田亨、永富隆司

③『諏訪貞夫教授古希記念論文集日本経済の新たな進路一実証分析による

　　解明一』「日本の経済成長と日米安全保障条約に関する一考察～米国軍事

　　支出からのスピル・インに関するexternality　effectの実証分析～」（共書、

　　2002年2月発行）文眞堂、215－228頁、共著者：諏訪貞夫、松本保美、ほか

論文

①「日本における防衛部門経済と経済成長に関するよo詳細な考察」（単著

　　平成10年9月、『早稲田経済学研究第47号』、早稲田大学大学院経済学研究

　　会、1－13頁）

②「情報通信とマクロ経済学1最近の研究動向」（単著、平成10年12月、『昭和

　　大学教養部紀要第29巻』、昭和大学教養部、9－14頁）

③「防衛部門経済の民生部門経済におけるマク□経済成長に対する影響1技

　　術進歩を考慮した場合一その1」（単著、平成11年3月、『早稲田経済学研究

　　第48号』、早稲田大学大学院経済学研究会、1－11頁）

④「フランス国有保険会社GANの民営化」（単著、平成11年5月、『海外電気通

　　信1999年5月号』、財団法人国際通信経済研究所、27－40頁）

⑤「クリントン政権下の財政政策：米国経済は「平和の配当」を享受してきた

　　のか」、（単著、平成11年12月、『昭和大学教養部紀要第30巻』、昭和大学教

　　養部、1－8頁）

⑥「1990年代後半における日米のlT資本とマクロ経済パフォーマンスーソ

　　ロー残差と経済成長に関する一考察一」、（単著、2002年3月、『新潟国際情

　　報大学情報文化学部紀要』、新潟国際情報大学情報文化学部紀要編集委員

　　会、71－89頁）

日本経済政策学会・情報通信学会・日仏経済学会・日本保険学会
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氏　　一名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究翁1野

壁要業績

所属学会

クマガイ　　タク

熊谷　卓　KUMAGAl　Taku

男

1969年1月25日生

講師（2000年9月）

E－mail1takuk＠nuis．ac．jp

1991年3月私立甲南大学法学部法学科卒業　　　　　　　　　　　　　　　　二轟
2000年8月広島大学大学院社会科学研究科後期博士課程法律学専攻単位取得退学

法学修±（広島大学、1994年3月）

1995年～1999年私立広島文教女子大学文学部非常勤講師

1997年～1999年広島大学法学部助手
1998年～1999年島根県立国際短期大学国際文化学科非常勤講師

2000年私立福山大学経済学部非常勤講師

2000年国立呉工業高等専門学校非常勤講師
国際法、国際刑事法。　テ□リズムや麻薬の不法な取引といった、国境を越え

る犯罪の±曽力口という問題を素材として、現代国際法が、如何にして諸国の多様

な利益（主権）を調整しつつ、国際社会の共通利益（共通の保護法益）を擁護

しているのかということを現在の研究のテーマとしている。

諭文
①「欧州連合（EU）と国際テ□リズム」（単著）1997年2月広島法学（広島大

　　学法学会）第20巻第3号203頁一235頁
②「犯罪人引渡と国際テロリズムーフランス共和国の立法および判例から」

　　（単著）1998年2月広島法学（広島大学法学会）第21巻第3号95頁一133

　　頁
③「フランス共和国におけるテ□リズムに対する国内法的規制（一）（二・完）」

　　（単著）1999年2月1999年3月広島法学（広島大学法学会）　第22巻第3

　　号37頁一60頁第22巻第4号117頁一138頁
④「国家テ□リズムと国際法一ロッカビー事件を手がかりとして」（単著）

　　2002年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀要第5号115頁一154頁

国際法学会

世界法学会

米国国際法学会
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氏　　　名

偉　　別
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職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究扮野」

童要業績

所属学会

ササキ　　　　　ヒ□シ

佐々木　寛　SASAKl　Hiroshi

男

1966年6月29日生

講師（2000年4月）

E－mail：shiroshi＠nuis．ac．jp

1990年立教大学法学部卒業

1996年中央大学大学院法学研究科博±後期課程修了

法学修±（中央大学、1993年3月）

1996年～1998年立教大学法学部助手

1998年～2000年日本学術振興会特別研究員・中央大学法学部兼任講師

「グ□一バル・デモクラシー（地球民主主義）」の理論的研究

国境を越える社会運動およびN　G0の政治学的分析

国際機構の動態に関する理論的・実証的研究

東アジアの安全保障問題をめぐる理論的・実証的研究

現代戦争論　　など。

論文・その他

①「J．ガルトゥング平和理論の生成と展開一平和研究の新次元」『大学院研

　　究年報』第23号（中央大学）1994年2月

②「平和研究の理論的地平一21世紀の平和秩序を求めて」『平和研究』第20

　　号（日本平和学会）1996年6月

③「『グローバル・デモクラシー』論の構成とその課題一D．ヘルドの理論を

　　めぐって」『立教法学』第48号（立教大学）1998年2月

④「『地球社会」と民主主義原理一『オタワ・プ□セス』を考える」『立教法

　　学』第55号（立教大学）2000年4月

⑤「グローバルな『全体主義』と『新しし、戦争』」『歴史地理教育』第612号

　　2000年8月
⑥『平和研究　第26号一新世紀の平和研究』（早稲田大学出版部）（編著）

　　2001年11月

⑦「Atom■PoliticsinEastAsia＝Towa「dsaBo「de「’1essDemocracy」『情報文

　　化学部紀要』第5号（新潟国際情報大学）2002年3月

⑧「世界政治と市民一現代コスモポリタニズムの位相」『現代市民政治論』

　　（世織書房）2002年4月

⑨A、ギャンプル「新しい世界秩序の形成一政治的能力と政策的挑戦」（翻

　　訳）『世界化と平和の問題状況』（中央大学社会科学研究所）1999年3月

⑪J．ガルトゥング「新世界知的秩序一世界をめぐる知のスタイル」（翻訳）

　　遠藤誠治・小林誠編『グ□一バル・ポリティクス』（有信堂）2000年9月

⑪M．ウォルツアー『グ□一バルな市民社会へ向かって』（日本経済評論社）

　　（共訳）2001年10月

⑫D．ヘルド『民主主義と世界秩序』（NTT出版）（共訳）2002年4月

⑬「冷戦後の世界政治を読む」『AERAMook新国際関係がわかる』（朝日新聞

　　社）1999年5月

⑪「地球化時代の＜アイデンティティ＞」『AERAMook人問科学がわかる』

　　（朝日新聞社）2001年10月　　など。

日本国際政治学会

日本平和学会（理事）

日本政治学会
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ナガサカ　　イタル

長坂　格　NAGASAKA　ltaru

男

1969年3月29日生

講師（2002年4月）

E－mail：nagasaka＠nuis．ac．jp

1991年国際基督教大学教養学部卒業

1994年筑波大学大学院地域研究研究科修了

1998年神戸大学大学院文化学研究科単位取得退学

修±（地域研究、筑波大学、1994年3月）

1998年～2001年神戸大学大学院文化学研究科助手

1999年～2002年流通科学大学非常勤講師

海外移住の拡大によるフィリピンの村落社会の変容、ヨー□ツパヘの第三世界

からの移住者の流入を、フィールドワークを通じて社会人類学の視点から記

述・分析すること。東南アジアにおける国家による住民の組織化を、比較社会

学の観点から考察すること。

著書

①Population　Movement　in　Southeast　Asia1Changing　ldintities　and　Strategies

　for　Survival（共著）（Japan　Centerfor　Area　Studies，2000年）

②『世界の住民組織1アジアと欧米の国際比較』（共著）（目治体研究社、

　2000年）

論文

①「『国際労働力移動の人類学』試論1フィリピン・イ□コス地方農村の事例

　研究」（『社会学雑誌』第12号、1995年）

②「フィリピンの地方政治とエリート家族1A．マッコイ編『家族のアナーキ

　ー1フィリピンにおける国家と家族』をめぐって」（『社会学雑誌』第14号、

　1996年）

③「フィリピンにおけるバランガイの形成＝フィリピン地域社会研究の一視点」

　（『社会学雑誌』第16号、1998年）

④“KinshipNetworksandChildFosteringinLaborMigrationfrom
　llocos，Philippines　to1taly．11（Asian　and　Pacific　Migration　Journal

　Vo1．7，No．1．1998年）

⑤「フィリピン、イロコス地方におけるタウン・フィエスタ1海外移住者の参

　力□を中心として」（『東南アジア島山與部諸民族における地方政治と政治文化の

　社会人類学的研究』、平成10～13年度・文部科学研究費補助金（基盤研究A

　（2））研究成果報告書、2001年）

⑥「故郷で養育される移住者の子供達1フィリピンからイタリアヘの移住にお

　ける家族ネットワーク」（『民族寧研究』661巻1号、2001年）

日本民族学会、日本社会学会、日本オセアニア学会、日本移民学会

主な調査

1996～1998年　フィリピン、イ□コス地方村落調査（約2年）（松下国際財団

による助成）

1999～2000年　フィリピン、イロコス地方村落調査（約2ケ月）（文部省科学

研究費補助金・国際学術研究による助成）

2001年イタリア、スイスにおけるフィリピン人社会調査（約1ケ月）（文部

科学省研究費補助金・奨励研究Aによる助成）

2001年　フィリピン、マニラ市印刷工場調査（約2週問）（文部科学省研究費

補助金・基盤研究C（1）による助成）
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一研究紛鐵」

窪壌僕誰薫」

一所属蟻会

デービッド　マックラクラン　　　ジェフリー

David　McLachlan　Jeffrey

男

1959年4月27日生

CEPインストラクター（2000年4月）

E－mail1jeffrey＠nuis．ac．jp

1985年12月ナタル大学卒業

1989年4月ナタル大学大学院社会科学学部卒業
2000年10月～バーミンガム大学応用言語学専攻修士課程（在学中）

社会科学修±（プ■タル大学、1989年4月）

1992年5月～1993年3月新潟English　Language　Schoo1

1993年4月～2000年1月南アフリカにて社会経済研究者として活動

①課題：　　　文化と日常英会話との関連性

　キーワード　語用論と談話法

　研究形態1　個人研究
②課題1　　　授業法

　キーワード　Action　research

　研究形態1　個人研究
論文

①Resistance　against　Eviction1A　HistoryofSt．Wendo1ins，1885－1985

②南アフリカ・クワズルケタル人の人口と都市化傾向の周辺分析

全国語学教育学会（The　Japan　Association　for　Language　Teaching）

一視点」．

1f「om葦

⊃urnal…

者の参1

文化の！

1研究A；

住にお1

際財団1

省科学1

（文部1

研究費1
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学　　　位

職　　　歴

研究翁野

所属学会

ニコラ　　　八ツトン

Nicola　Hutton

女

1970年10月10日生

CEPインストラクター（2002年4月）

E－mai11hutton＠nuis．ac．jp

1993年Glasgow　Univercity，Scotland

　　　Bache1or　of　Education（Hons）卒業

2000年上越教育大学
　　　　Masters　in　Education（修了）

Masterof　Education

1993－1996年上越市のALT

1997－1998年Class　teacher　in　St．Josephs　Primary　Schoo1

2000－2001年新潟清心女子高等学校

・Self－Assessment　and　its　Ro1e　in　Chi1drenls　Writing　Development．

　Gender　Differences　in　Classroom　Communication　in　Primary．Schools

’Gender　in　Education（ジェンダーと教育）

STC　（Scottish　Teachers　Council）

SCRE　（Scottish　Council　for　Research　in　Education）

全国語学教育学会（JALT）
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槻木公一

　永井武

藤瀬武彦

宗澤拓郎

　渡辺忠

　安達巧

石井忠夫
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学　　　歴
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研溺。鎗野

主一要業」績一

所属学．会

ぞ」鯉」・他一

アカキ　　　トシコ

赤木　敏子　AKAKl　Toshiko

女

1939年1月21日生

教授　（1994年4月）

E－mail1akagi＠nuis．ac．jp

日本女子大学家政学部家政理学科卒業

家政学±（日本女子大学、1961年3月）

1962年4月日本専売公社中央研究所入社

　（1985年5月日本たばこ産業株式会社に名称変更）

1988年4月日本たばこ産業株式会社食生活研究所

1988年1月日本たばこ産業株式会社食生活研究所主任研究員

1994年3月日本たばこ産業株式会社食生活研究所退職

1971年4月～1997年3月日本科学技術連盟宮能検査研究会指導委員を兼職

1977年4月～1997年3月実践女子学園大学非常勤講師を兼職

日常生活における各種問題点の分析。

情報教育の現状と今後の課題。

論文

①「新潟における情報システム化状況調査」本大学共同研究（1995）

②「暮らしの中の折込み広告」全国折込広告新潟大会（1998）

③「暮らしの中から（2）中学生の思いやO行動統計」日本統計協会（2000．6）

④「暮らしの中から（3）若者と携帯電話とのこれからの関係統計」日本統計

　協会（2000．7）

日本官能評価学会（理事）

日本行動計量学会

応用統計学会

情報処理学会

新潟県卸売o市場審議会委員
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氏　　　名

性」　別
生年月日
職　　　名

連絡方法

学

職

位

歴

研究分野

主要業績

所属学会

カリベ　　ツネノリ

苅部　恒徳　KARlBE　Tsunenori

男

1937年3月7日生
特任教授（2002年4月）

E－mail1karibe＠nuis．ac．jp

1959年新潟大学人文学部英文科卒業

1965年東京都立大学人文科学研究科博士課程英文学専攻満期退学

文学修±（東京都立大学、1962年3月）

1965年成腰大学文学部専任講師

1967年新潟大学教養部専任講師

1968年新潟大学教養部助教授

1983年新潟大学教養部教授

1994年新潟大学人文学部教授

英語教育、英語辞書学、英語語源学、英語史、中世英語英文学、社会言語学な

ど、英語と歴史・社会・文化・教育との関係分野

著書（共著）

①中島文雄編『岩波英和大辞典』（岩波書店1970年）

②小稲義男編『研究社新英和大辞典第5版』（研究社1980年）

③中島文雄ほか編『岩波新英和辞典』（岩波書店1981年）

④宮部菊男ほか編『□イヤル英和辞典』（編集）（日王文社1990年）

⑤寺澤芳雄編『英語語源辞典』（編集）（研究社1997年）

⑥『原文対訳「カンタベリィ物語・総序歌」』（松柏社2000年）

⑦『欽定訳聖書（1611版）「マタイ福音書」の解説・原文・注解・文法』

　（2002年出版予定）

論文（単著）

①一〇ldEnglishPalata1ization…Metropolitan，No．9（1964．10）、1－11．

②…OntheRelationshipbetweθnRelativesandAntecedentsintheParkerMS

　ofthe　Anglo－Saxon　Chronicle　from　Genealogical　Preface　to924■■成腰大学

　文学部紀要，第1号（1965．12）、1～11．

③「対訳「べ一オウルフ」（一）、（二）、（三）、（四）」新潟大学教養部研究紀要、

　第20集（1989．12）、第21集（1990．12）、第22集（1991．12）、第25集（1993．12）。

④「親称の1－Thou11と敬称の11You11一英語における2人称代名詞の歴史」新潟

　大学英文学会誌、第28号（1999．8）、1－16．

⑤「Chaucerの描く中世人の群像」新潟大学言語文化研究、5号（1999．12）、

　33－48頁。

⑥「英語差別用語の基礎的研究（1）1性差別語」新潟国際情報大学情報文化

　学部紀要第4号（2001．3）、1－17頁。

日本英文学会

日本中世英語英文学会

日本大学英語教育学会

新潟大学英文学会
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氏　　名
性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴
学」・　’位

職　　　歴、

研究翁野

1養要拳績

繭騒・学」会

コンドウ　　ススム

近藤進KONDOSusumu
男

1949年3月5日生

教授（2001年9月）

E－mail1kondo＠nuis．ac．jp

1972年新潟大学工学部電子工学科卒業

1994年工学博±（京都大学）
1972年～2001年日本電信電話株式会社（元日本電信電話公社）研究所

光ファイバー伝送用各種デバイス（レーザ、光変調期、光スイッチ、受光素子）

および結晶成長（バルク、液相エピタキシャル成長、気相エピタキシャル成長）

論文
①“LPEgrowthofLi（Nb，Ta）03solid－solutionthinfilmwaveguideonLiTa03

　substrate”，J．Crystal　Growth46，p314（1979）

②“PreventionofcircumferentialmeltbackinLPEgrowthoflnP／1nGaAsP／

　　lnGaAs／lnPlayers　for　APD”，J．Crysta1Growth61，p8（1983）

③“660nmlnGaPlightemittingdiodesonSisubstrate”，ApPl・Phys・Lett・531

　　p273（1989）

④“MOVPEgrowthofstrainedlnGaAs／lnAlAsMQWsforapolarization
　insensitive　electro－absorption　modulator”，J－Electron．Materials25，p385

　　（1996）

⑤“Ruthenium－dopedSemi－insulating1nPBuriedlnGaAlAs／lnAlAsMQWs
　　Modulators”，lPRM2001FA3－4PD－paper，p19（2001）

電子情報通信学会

応用物理学会
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七素子）

1成長）

LiTa03

sP／

tt．53，

’iZatiOn

〕385

MQWs

一一轟」　名

推　」別
筆華眉檀
職．」一　竈

・連携芳法

学一」　歴

馨，一　，位

職　一歴一

研究翁野・

撞嚢」業一績一」

所属学会

ショウダ　　タツオ

正田　達夫　SHODA　Tatsuo
男

1933年2月6日生

教授（2002年4月）

E－mail1shouda＠nuis．ac．jp

1955年慶応義塾大学経済学部卒業

1965年2月メンフィス大学大学院ビジネススクール終了

1965年3～7月コーネル大学大学院留学（マーケティング研究）

経済学±（慶応義塾大学、1955年3月）

MBA（メンフィス大学、1965年2月）

1955年雪印乳業入社、チーズ課長、宣伝部長、国際部長等を歴任

1994年新潟国際情報大学非常勤講師

1995年新潟国際情報大学専任講師

1998年新潟国際情報大学助教授

①広告管理：1965年「DAGMAR1目標による広告管理」を『電通報』に紹介、

　実務の上でも実践、1983年企業独自の広告管理モデルを開発・発表。

②SOV（Share　of　Voice）1広告管理の投入指標としてのShare　of　Voice（広告

　量シェア）の理論を紹介し、また日本における有効性について実証した。

③新製晶計画：1969年に『製品計画の立て方』を出版、実務でも「雪印スラ

　イスパック」の開発・市場導入に成功。新潟県製造業の新製品計画を調査。

④ライフスタイル研究1マーケティング研究の一貫として、ライフスタイル

　研究に従事、1976年から1993年までライフスタイル研究会のコーディネータ。

⑤インターネット・マーケティング1最近はインターネットを活用したマー

　ケティング、広告、オンラインショップ等につし、て研究中。

著書

①『製晶計画のたて方』日本経済新聞社（1969）

②「食晶マーケティングとライフスタイル」『ライフスタイル発想法』共著

　　ダイヤモンド社（1974）

③「新製晶開発と市場導入計画」『総合マーケティング八ンドブック』共著

　　ビジネス社（1982）

論文

広告管理1
①「DAGMAR一目標による広告管理」『電通報』（1965）

②「広告の生産性向上に寄与する広告戦田各・広告目標の開発」『日経広告研究

　　所報』第150号（1993）

③「アドバタイジング・マネジメントにおける広告投入指標としての広告量

　　シェア」日本広告学会『広告科学』第33集（1996）

④「インターネツト・バナー広告の将来性と課題」日本広告学会『広告科学』

　　第39集（1999）

製晶計画1
⑤「マーケツト・テスティング発想に基づくテストマーケティング」『マーケ

　　ティング・ジャーナル』Vol．54（1995）

⑥『新潟県製造業の新製晶開発実態調査』共著1996年新潟国際情報大学共

　　同研究

その他1

⑦「チーズ産業形成期のマーケティング」『フードシステム研究』第2巻第2号

　　（1995年）

日本マーケティング・サイエンス学会、日本広告学会、日本商業学会

日本フードシステム研究学会
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　’位
職　　　歴

研究分野

韮要業績

所属学会

そ　の　他

夕カギ　　　ヨシカズ

高木　義和　TAKAGl　Yoshikazu

男

1949年10月20日生

教授（r996年4月）・情報センター長

E－mai11takagi＠nuis．ac．jp

1973年京都大学農学部食晶工学科卒業

農学博±（京都大学、1983年3月）

1973年～1996年日本たばこ産業株式会社（入社時は日本専売公社）

葉たばこ香喫味成分の微量化学分析・構造決定・合成に関する研究、研究管理、

新規事業のための調査研究、特許の情報管理および出願、喫煙と健康に関する

科学1青報の管理業務に従事。

情報をめぐるさまざまな考え方の中で、情報を人・物・金につづく第4の資源

ととらえ、実体としての組織や社会における、有効な情報発信、情報受信、情

報管理、情報解析等、情報の価値に関する研究を行ってし、る。

論文

①「商用データベースおよび検索エンジンを使用した情報リテラシー教育と

　　しての情報検索」単著、2002．3

　　新潟国際1青報大学情報文化学部紀要、Vol．5．2002

②「時系列データによる疾患と食晶摂取量の関連の解析」単著、1999．3．19

　　新潟国際’情報大学情報文化学部紀要、Vol．2，205．1999

③「情報資源としてのインターネット」単著、1997．10．14

　　第34回情報科学技術研究集会発表論文集、163．1998

④「インターネットによる情報検索」共著、1996．10．22

　　第33回情報科学技術研究集会発表論文集、53．1997

⑤「インターネットにおける情報検索」（情報管理Vol．38，No．10Jan．1996）

⑥「水府葉たばこの香気成分に関する研究」（京都大学農学部博±論文1982）

　　その他の文献（http：〃www．nuis．ac．jp／～takagi／を参照）

三田図書館情報学会

情報処理学会

日本栄養・食糧学会

日本分類学会

（財）バテルメモリアル研究所客員研究員（1987）

情報処理学会情報システムと社会環境研究会運営委員（2001．4～）
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氏　　　名

性　　　別

生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究分野

一主要」業績

所属学会

タケナミ　　テルユキ

竹並　輝之　TAKENAMl　Teruyuki

男

1941年1月29日生

教授（1994年4月）・情報システム学科長

E－mail＝takenami＠nuis．ac．jp

1963年慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業

1965年慶鷹義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

工学修±（慶鷹義塾大学、1965年3月）

1965年（株）東芝入社。情報システムの開発、プ□ジェクト管理、セールスサ

ポート等に従事、流通・金融システム事業部システム部長、情報処理・制御シ

ステム本部システム担当技師長を歴任し、1994年退職。

ビジネス情報システムを開発するための、システム分析、設計、開発方法及び

システム開発プ□ジェクトの管理方法、情報システムの評価方法の研究を通し

て、良い情報システムとはどのようなものか、使いやすく、役に立つ情報シス

テムはどのように設計すれば良し、かを追究する。また、来たるべきネットワー

ク社会に対応した企業組織の変化、その中における管理者の役割と行動の変化

につし、て研究する。

著書

①『多変量解析の基礎』（共訳）サイエンス社（1972）

②『情報システム八ンドプック』（共編）培風館（1989）

③『応用システム開発の重点解説』（共著）アイテック（1995）

論文

①「ソフトウェアの標準化」（共著）NTlS（1979）

②「産業界が期待する情報システム技術者教育について」私学公論（1991）

③「UNlXべ一スのクライアント／サーバ大規模ビジネスシステムの構築」

　　情報処理学会（共著）（1993）

④「新潟国際情報大学における情報システム教育の現状と課題」（共著）情報

　　処理学会情報システムと社会環境シンポジウム（2001）

情報処理学会

三田図書館情報学会
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　　　　　　　ツキギ　　　コウイチ

」鶴一　名　槻木　公一　TSUK1Gl　Kouichi

一一性一一、1別男

生年局日　1946年10月9日生
職」　名教授（1994年4月）・情報文化学部長
連絡」方法E－mail1tsukigi＠nuis．ac，jp

薫学　、一一歴　1971年東京大学工系大学院航空学修±課程修了

：1学1　位　航空学修±（東京大学・1971年3月）
一職」・一　歴　1993年～1996年（財）鉄道総合技術研究所S1事業推進部長

一研究鱒情報システム分析設計方1論座席予約システムや・・モニタなどの応用研究

　　　　　　　と実システムの開発経験を踏まえ、個人・企業・社会などの組織体と情誓処理

　　　　　　　技術が適切に役割分担あるいは相互保管して・融和一体化した情報㌣スァムを

　　　　　　　構築するための方法論を追及する。特に、時空問軸で動的に変化せざるを得彗

　　　　　　　い組織体の活動プロセスを十分に視野にし、れたデザインの枠組みや情報シスァ

　　　　　　　ムのモデル作oを進めてし、る。

垂・繋辮」著書
　　　　　　　①『オンラインシステムのソフトウェア』産業図書（共著）1977年

　　　　　　　②『新版データ通信』電子通信学会（共著）1979年

　　　　　　　③『ソフトウェア指向アーキテクチャ』オーム社（共著）1985年

　　　　　　　④『情報システムの分析と設計』培風館（共訳）1995年

　　　　　　　論文
　　　　　　　①「DistributedprocessingnetworksintheseatreservationsystemofJNR」

　　　　　　　　　pr・…di・g・・fth・C…di・・C・・f・r・・・…1・d・・tri・lC・mpute「systems

　　　　　　　　　（共著）1984年
　　　　　　　②「オンラインシステムのスループットの動作論的解析」情報処理学会論文

　　　　　　　　　誌（共著）1985年
　　　　　　　　　「顧客販売総合システムにおける発売実績データベースの構築」鉄道総合

　　　　　　　　　技術研究所報告1985年

　　　　　　　フィールドワーク等
　　　　　　　　　特許（1905460）指定券発行装置（共案）1987年

　　　　　　　　　特許（1444294）高速出札システム（共案）1988年

　　　　　　　　　特許（1542849）端末ファイルの保守方式（共案）1990年

類贈会情報処理学会
　　　　　　　人工知能学会
　一慈・の一・他　学会活動1情報処理学会理事（1995．5～1997・5）

　　　　　　　技術±（情報処理部門20500）
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垂要」業績

所庸学絵

ナガイ　　　タケシ

永井　武　NAGAl　Takeshi

男

1937年12月13日生

教授（1995年4月）

E－mail1nagai＠nuis．ac．jp

早稲田大学第一理工学部金属工学科卒業

工学博士（早稲田大学、1976年2月）

1981年～1987年㈱富±通研究所材料技術部長

1988年～1990年㈱富±通研究所管理部長

1991年～1995年㈱富士通研究所情報システムセンター長

オープンな情報システムの構築

オープンな情報システムの運用

著書

①『世界を結ぶ情報八イウエイーインターネツト入門』富±通経営研修所
　（1994）

論文

①菊池浩明、黒田康嗣、永井武1情報処理学会誌、36巻（1995）、第8号「プ

　ライバシー強化メールPEMにおける証明書配布局の実装と評価」p．2063．

②共著、コラボレーション研究会編「情報孤島日本の危機」工業調査会
　（1996）

③永井武、関英基、槻木公一1新潟国際情報大学情報文化学部紀要、第2号
　（1999）「新潟国際情報大学の就職情報システム」p．237、

④永井武1市政、vol．48（1999）、第3号「ネットワーク社会に向け地方行政が

　できること」p．21

⑤永井武、関英基：新潟国際情報大学情報文化学部紀要、

　第3号（2000）「ネットワーク社会に必要な日本および世界の情報通信基盤

　の状況」p．219．

情報処理学会
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鰯氏　名
　　　　　　別　　性

灘　　生年月日
　　職　　　名

　　連絡方法

畷学　歴

学　　　位

職　　　歴

研究扮野
釜要拳績

所属学会

　　　　他

フジセ　　　タケヒコ

藤瀬　武彦　FUJ1SE　Takehiko

男

1962年4月22日生

教授（2002年4月）

E－mail　l　fujise＠nuis．ac，jp

1985年早稲田大学教育学部教育学科体育学専修卒業

1987年東海大学大学院体育学研究科体育学専攻修±課程修了

1992年東海大学大学院医学研究科機能系専攻博±課程修了

体育学修±（東海大学、1987年3月）

医学博士（東海大学、1992年9月）

1991年4月～1994年3月東海大学体育学部非常勤講師

1994年4月～1998年3月新潟国際情報大学専任講師

1998年4月～新潟国際’情報大学助教授

体育学（運動生理学、肥満学）

諭文
①藤瀬武彦『日本人青年女性における体型の自己評価と理想像一アジア人

　　及び欧米人青年女性との比較一』新潟国際情報大学情報文化学部紀要、

　　第4号、105～122．2001年
②藤瀬武彦・長崎浩爾『青年喫煙者の漸増負荷運動における作業成績及び生

　　理的変量に及ぼす一時的喫煙中止の効果』新潟国際情報大学情報文化学部

　　紀要、第3号、187～202．2000年
③藤瀬武彦・長崎浩爾『青年男女における隠れ肥満者の頻度と形態的及び体

　　力的特徴』体力科学、第48巻第5号、631～640．1999年
④藤瀬武彦・杉山文宏・加藤健志・岩垣丞恒・山村雅一『持久的運動鍛練者

　　の全身持久カに及ぼす高酸素トレーニングの効果』トレーニング科学、第

　　10巻第2号、87～96．1998年
⑤藤瀬武彦・杉山文宏・加藤健志・岩垣丞恒・松本正彦・山村雅一『漸±曽負

　　荷運動時の高濃度酸素吸入が持久的運動鍛練者の作業成績及び生理的変量

　　に及ぽす効果』トレーニング科学、第9巻第2号、31～38．1997年

　⑥藤瀬武彦・杉山文宏・松永尚久・長畑芳仁『一般青年男女における筋力評

　　価尺度としてのバーベル挙上能カ測定の試み』体育学研究、第39巻第6号、

　　403～416．1995年
　⑦Fujise，T．，Terao，T、，andNakano，S・『Effectsofendurancetrainingunde「

　　hyp．r。・i・・…r・…dti・…lipid1…1・i・r・t・・』T・k・iJ・E・p・Clin・

　　Med．，Vol．17，No．2，67～73．1992

　⑥藤瀬武彦・内山秀一・寺尾保・中野昭一『ラットの糖・脂質代謝に及
　　ぼす高濃度酸素環境下の持久的トレーニングの影響』体力科学、第40巻第

　　2号、208～218．1991年
　⑨藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾　保・永見邦篤・中野昭一『短時問最大運動時

　　　の酸素摂取が作業成績に及ぼす効果』体育学研究、第35巻第2号、133～

　　　142．1990年
　⑪藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾保・中野昭一『血中乳酸値およぴ酸素負債量

　　　による無酸素的運動能力評価法の検討』体カ科学、第38巻第3号、85～94．

　　　1989年
　日本体育学会・日本運動生理学会・日本体カ医学会

　日本肥満学会・日本生理学会
　新潟県陸上競技協会医科学学識経験アドバイザー（2001年度～）・新潟県パワー

　リフティング協会理事（1998年度～）・新潟県体育学会理事（1998年度～）・巻町

　総合体育館建設検討委員会委員（2001年度）
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紀要、
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～94、
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・巻田丁

氏　　　名

性・　　別

・生年月日

職　　名
連絡方法
崇　　　歴

ムネザワ　　タク□ウ

宗澤　拓郎　MUNEZAWA　Takuro
男

1935年1月16日生

教授（1998年4月）・就職指導委員長

E－mail1munθzawa＠nuis．ac．jp

1958年東京大学工学部応用化学科卒業

1993年筑波大学大学院政策科学科修士課程修了

経営学修士（筑波大学、1993年3月）

1958年～1993年味の素株式会社

1994年4月～新潟国際情報大学助教授
1）lT革命と地場産業への貢献

2）i一モード携帯電話を活用したニュービジネスの開発

3）研究開発マネージメント

著書

①『持続的成長のためのマネージメント』（白桃書房（共著）1996年）

②『情報システムにおける要求工学に関する調査研究』（産業研究所（共著）

　　1995）

論文

①「CVS向け弁当の需要予測」オペレーションズリサーチ誌；38－9，p－477－

　　481　（1993）

②“R＆DPortfoliomanagement”，TWAlN－94（1994）

③「情報システムの晶質1成功事例」情報処理学会情報システム研究会研究

　　会誌（1995）

④「グ□一バリゼーションとコアテクノロジー」研究・技術計画学会第10回

　　年次学術大会講演要旨集（r995）

⑤「バーチャル買い物によるデータベース教育」私情協ジャーナル（1996）

⑥「戦賂性・独創性を2軸とする研究開発ポートフォリオマネージメント方式

　　の捉唱」研究・技術計画学会誌Vol．11，No．3＆4、（1996）

⑦「研究開発マネージメント方法論の捉唱」研究・技術計画学会、Vol．11，

　　No．3＆4、　（1996）

⑧“R＆DmanagementforbetterPerformance”PlCMETlg7，P．516－519
　　（1997）

⑨「新潟県製造業の新製品開発に関する調査」、中央大学経済研究所年報、第

　　20号、P199－224、（1998）

⑪「新製品がつくる新文化」新潟国際情報大学情報文化学部紀要、（2000）

⑪“Proposalof“Cu1turability”，asan1ndexofR＆D”P1CMET－99，（1999）

⑫「高齢者はどんな情報を求めているのか？一心のバリアフリーを目指し

　　て一」情報システムと社会環境、77－7、共著（2001）

⑰“lnterMediatoragenttoobtain“Condensedlnformation”for“i－business””，

　　PlCMET■01，（2001）

化学工学会

研究・技術計画学会

日本OR学会

情報処理学会

組織科学会

Association　of　lnformation　Systems

八一バード大学ビジネススクール短期コース（1985年）

産業情報化推進センター1ユーザー問題等検訴委員会委員長

信越情報通信懇談会1新世代情報通信網委員会副委員長
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・紙一・」，竈．

牲　一」蜴o

生年月日
職　　講
」導絡燕法

学一　一歴

撃彩」一一・位．」

・撃一繁1簿

受葦欝1一慶・

研究錨野

董要一業。績1」

一所1騒・鐵会」

ワタナベ　　タダシ

渡辺　忠　WATANABE　Tadashi

男

1939年2月11日生

教授（1994年4月）

E－mail1watanabe＠nuis．ac．jp

1961年北海道大学理学部数学科卒業

1966年防衛大学校理工学研究科電子工学専攻課程修了

1970年上智大学大学院経済学研究料修±課程修了

経済学修±（上智大学、1970年3月）

1984年防衛庁陸上幕僚監部分析室長（2年4ヶ月）

1988年防衛庁統台幕僚監部分析室長（3年）

日本オペレーションズ・リサーチ学余フェ□一　1994年4月

オペレーションズ・リサーチ（OR）

地域のOR、行政のOR、軍事のOR

著書
①『初等0Rテキスト』日科技連出版社（共著）1972年

②『0Rワークプック』日科技連出版社（共著）1984年

論文
①「災害における輸送の問題」（共著）日米0Rセミナー1989年

②「21世紀における防衛のあり方」（共著）防衛庁0Rセミナー1990年

③「戦闘シミュレーションにつし、て」（単著）陸戦研究12月号17－34

　　1993年
日本オペレーションズ・リサーチ学会

経営情報学会

日本シミュレーション学会
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氏」・　姦

性　　一一一別・

生奪月日」」

購　」名
連絡着法
一濃一級歴

」繋・一・蝉」

職、・一義幾」慶一

一鰯簸1翁…野一

叢一欝業績

所属学会

アダチ　　　タクミ

安達　巧　ADACHl　Takumi
男

1966年4月15日生

助教授（2001年4月～）

E－mai11adati＠nuis．ac．jp

早稲田大学商学部卒業

東北大学大学院法学研究科博±前期課程私法学専攻修了

東北大学大学院経済学研究科博±後期課程経営学専攻修了

修士（法学、東北大学、1997年3月）

博士（経済学、東北大学、1999年3月）

前歴1シンクタンク研究員（役職1課長代理）

企業会計制度（含、公認会計±制度）、コーポレート・ガバナンス

会計情報システム、ファイナンス、企業再生

著書

①『個人投資家層の拡大一株式市場の活性化に向けて一』（月刊資本市場別

　　冊）担当部分：31－52頁（共著）2000年12月財団法人資本市場研究会

②『監査人としての公認会計±の責任一英米の先例に学ぶ対第三者責任明確化

　　への方向性一』（単著）2002年3月雄松堂書店。

学術論文

①「日本コッパース事件と商法学者の見解一監査基準の適用範囲及び免責能力

　の検討を中心に一」（単著）1997年6月東北大学経済学会研究年報『経済

　学』第59巻第1号105－118頁
②「監査基準と公認会計±の責任一日本コッパース事件を契機として一」（単

　著）1997年6月東北大学大学院法学研究科院生会『東北法学』第15号73－

　　133頁
③「監査基準見直しの視点一企業会計審議会の問題点を探りつつ一」（単著）

　　1997年10月東北大学経済学会研究年報『経済学』第59巻第2号81－94頁

④「イギリス会社法における『真実かつ公正な概観』について一法律解釈に向

　けての一つの覚書一」（単著）

　1998年7月東北大学大学院法学研究科院生会『東北法学』第16号401－420頁

⑤「会計±の対第三者責任の範囲一アメリカの判例を手がかりとして一」（単

　著）1998年9月東北大学経済学会研究年報『経済学』第60巻第2号113－

　127頁

⑥「経営者不正の発見に関する監査人の責任一AlCPAのSAP及びSASを手がか

　りとして一」（単著）1998年11月東北大学経済学会研究年報『経済学』

　第60巻第3号125－139頁
⑦「英米における監査人の役割の拡大一公認会計士の責任の明確化に向けて一」

　（単著）1999年1月東北大学経済学会研究年報『経済学』第60巻第4号

　91－109頁
⑧「会計±監査における経営者不正の発見と監査人の責任一監査論（会計学）

　的考察を踏まえての検討一」（単著）1999年2月東北大学大学院法学研究

　科院生会『東北法学』第17号1－33頁

⑨「わが国における連結会計制度の現状と課題」（単著）2000年10月信山社

　『法政策学の試み一法政策研究』第三集109－128頁

⑪「市場立脚型コーポレート・ガバプ■ンスヘの転換と会計士監査への期待一

　銀行等保有株式取得機構の設立を契機として一」（単著）2002年3月日本

　監査研究学会編『現代監査』第12号、中央経済社。

日本会計研究学会、日本フアイナンス学会、情報処理学会、経営情報学会

日本監査研究学会、日本私法学会、税務会計研究学会
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一氏　　　名

性　　別
生年月日
職　　名
連絡方法
」学　　　歴

学　　位

職　　・歴

研究葦扮野

主要業績一

所唇学会

イシイ　　タダオ

石井　忠夫　1SHll　Tadao

男

1955年11月3日生

助教授（2001年4月）

E－mail　l　isii＠nuis．ac．jp

1980年山形大学工学部電子工学科卒業
。。。。年北陸先端科学技術大学院大学情報処理学専攻博±後期課程修了

工学修±（山形大学、1982年3月）
博±（情報科学北陸先端科学1支術大学院大学・・…年3月）
1。。。年日立製作所㈱入社、計測器事業部（1日・那珂工場）1こおし’て・理化学

書駕＝㌻孟㌶意慧一1簑篇鳥鶯
1こ退社。
。。。。年北陸先端科学技術大学1完大学情報科学研究科教務補／左員・重点領域研

究r発展機構を備えたソフトウエアの構成原理の研究」に対して・構成的型王里

論の枠組みで形式化を検討。

1）篶誰1慧鮒嘉嘉芸篤欝黒驚1讐鷲
　の各種論理体系と情報文化或1ま情報システムの中に現れる論王里的対象の関

　係について調べることによo、非標準論理についての新しい矢口見を野

・）鵠鷲㌢策等ら妄；爆俵簑為
　　る。ソフトウエアはコンピュータに対して・有限の1寺問で停止する動イf手

　　順（アルゴリズム）を指示する命令書であo・実現したい機能要求かb女口

　　何にして命令書に翻訳するかカ1問題と脇従干・こ㍗分野に関連してソ

　　フトウエアのモデル化技法、及び検証や合成等があるが・このソフトウエ

　　アについて論理的観点から検討する。

諭文
①。r。。。Siti。。。1・・1・・1…it・i…tit・，・・ll・ti・・ft・・S・・tionofLogic，

　　U．i。。r．ity・f七6d乏，・・1．27，Nr・3．1998，PP・96，104・

②。n．te．n。。ri．ti。・・f・・1一・1…r…it・・…，・・ll・ti・・fth・Sectionof

　　L．gi。，U・i・・r・ity・f七6d乏，・・1・281Nr・2119991PP・75i81・

③。。nClassi。。ll。。i…it・i…tit・・・・…ti・…dth・ira．・eb「aic

　　．h．r。。t．ri。。ti。。，M・r・h2000，D・・t・r・lth・・i・，JAlST・

④。r。。。siti。。。1・・1・・1…it・i…tit・，・r・・…i・…fth・31・tMLGmeeting

　　．tMih。，。himi。・，N…mb・r24－26，J・p・・1997，PP・22．24・

　⑤M．dality，implication　and　identity，XLV　History　of　Logic　Confe「encel

　　O．t．b．r26．27，J．gi・1・・i・・U・i・・r・ity，Kr・k・w，P・1・・d1999・

⑥。n．Xtensi。。。f・・rti・一・・fl・・・・・・…r・・it…E・・■・ti・nRelation，

　　。r．Cee．in。。ft・…t…G…ti…t…i・・一・・・…1J…a「・9i121

　　Japan2001，PP・33．37・

　日本数学会

　日本ソフトウェア科学会

　情報処理学会
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氏　　　名

性　　　別

生隼月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　一位

職　　　歴

研究翁野

韮嚢業績

所属学会
そ　の　他

クワ八ラ　サトル

桑原　悟　KUWAHARA　Satoru
男

1956年7月15日生

助教授（2001年4月）

E－mai11kuwahara＠nuis．ac．jp

1977年3月東京都立工業高等専門学校機械工学科卒業

1981年3月東京農工大学工学部数理情報工学科卒業

1983年3月東京農工大学大学院工学研究科修了

工学修±（東京農工大学、1983年3月）

1983年4月～2000年6月1三菱電機株式会社情報システム技術センタ専任

2000年7月～2001年3月1KPMGビジネスアシュアランス株式会社シニアマネージャ

情報セキュリティ。情報化社会の充実には、テクノ□ジーの発展とそれを実社

会で利用するフレームワークの構築が重要である。特にインターネットのよう

なオープンネットワークにおいて、個人や組織の情報の完全性、可用性、機密

性を確保するためのテクノ□ジーと利用のためのフレームワークにつし、て研究

を行っている。

論文

①「セキュリティ技術調査報告」共著1996．3日本CALS研究組合報告書日本

　　CALS研究組合紙田、桑原他

②『JapanNet認証サービスを利用した社内情報システム』共著1998，5三

　　菱電機技報Vol．72No．5三菱電機株式会社桑原、遠藤

③「三菱電機におけるインターネットを利用した企業問連携システムのセキ

　　ュリティの実際」日本テクノセンターセミナー講演1999年

④「社内認証局を設置し、グループ企業にディジタル認証書を発行」共著

　　2000．1（財）関西情報センタ機関紙（財）関西情報センタ桑原、中村

⑤『EC・セキュリティソリューション』2000，4三菱電機技報Vol．74No．4

　　三菱電機株式会社佐々木、桑原他

⑥『組織の情報セキュリティ実現のための組織内外の役割とその遂行に必要

　　な教育に関する検討』単著　2001．9情報処理学会第63回全国大会　情

　　報処理学会　桑原

情報処理学会

米国公認情報システム監査人

⊃raiC

leting一

∋nCe，

ヨtiOn，≡

一12，＝
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氏　　　名

性一　別
生年月日
職　　　名

」連絡方法

学　　歴

学　　　位

幟・　歴

・一受一蜜・」歴

研究・鐙聾」

主要」業」擦

所属学会

そ　の　他

ツカダ　　　シンイチ

塚田　真一　TSUKADA　Shinichi
男

1970年2月23日生

助教授（2002年4月）

E－mail1tukada＠nuis．ac．jp

1993年中央大学理工学部数学科卒業

1995年中央大学大学院理工学研究科数学専攻修士課程修了

1998年中央大学大学院理工学研究科数学専攻博士後期課程修了

理学修±（中央大学、1995年3月）

博士（理学）（中央大学、1998年3月）

1998年4月～1999年3月文部省・統計数理研究所中核的研究機関研究員

1998年4月～1999年3月中央大学理工学部共同研究員

1999年4月～2000年3月工学院大学工学部非常勤講師

1998年4月～2002年3月東京医科歯科大学大学院医学系研究科非常勤講師

1998年4月～2002年3月新潟国際情報大学専任講師

1998年4月～　　　　　明星大学日野校舎非常勤講師

2000年4月～　　　　　新潟大学理学部非常勤講師

2001年4月～　　　　　埼玉学園大学非常勤講師

日本計算機統計学会奨励賞受賞（1999年）

専門は多変量統計解析です。分散共分散行列の固有ベクトルの仮説検定問題に

ついて研究しています。今まではパラメトリックな方法を研究し、検定統計量

の近似分布の導出や検出力の検討を行ってきました。多変量解析ではし、ろいろ

な統計量の分布が実用的な形で求まらないこともあり、そのような場合に有効

な方法が漸近展開による分布の近似です。このような分布の近似やノンパラメ

トリックな検定にも興味があoます。

論文

①Tsukada，S．（1998）「Three　statistics　for　hypothesis　testing　of

　　intermediate　latent　vector　of　covariance　matrix　and　their　bootstrap　tests，」

　　（Jour・aloftheJapa・StatisticalSociety，28（2）163－174）

②Tsukada，S．（1999）「Wald　criterion　for　several　latent　vectors　of

　　covariance　matrices」（Bulletin　of　the　lnternationa1Statistical　lnstitute，

　　Contributed　Papers，52nd　Session，Volume2．）

③塚田真一・牛沢賢二（2000）「分散共分散行列の固有ベクトルに関するあ

　　る検定統計量の帰無分布の漸近展開」（産能大学紀要，第21巻（1）21－35）

日本統計学会

日本計算機統計学会

日本数学会

American　Statistical　Association

lnstitute　of　Mathematical　Statistics

2001年4月～日本計算機統計学会評議員／広報・ネットワーク委員
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・簸馨録

賄」属学会・

ヒグチ　　　ミツアキ

樋口　光明　HlGUCHl　Mitsuaki

男

1937年9月3日生

助教授（1998年4月）

E－mail1hig＠nuis．ac．jp

1961年九少1’1大学理学部数学科卒業

理学士（九少1’1大学、1961年3月）

1961年4月～1986年3月旭化成工業株式会社

1987年旭化成情報システム株式会社出向

1991年延岡コンピュータ・アカデミー出向

1996年4月～新潟国際情報大学専任講師

情報処理システムの設計全般。上流工程（フィージビリティスタディ）から下

流（プログラミング）まで。特に最近は人工知能、その中でもエキスパートシ

ステムの設計・開発。ここ数年は遺伝的アルゴリズムを用し、たスケジューリン

グ問題の解法。

著書

①『農業分野におけるエキスパートシステム適用可能性』旭リサーチセンター

　　1988年

論文

①「多晶種少量生産向上の製造スケジューリングに対するGAの適用」情報処

　　理学会1995年

②「遺伝的アルゴリズムのフライトスケジューリング問題への適用」電子情

　　報通信学会1996年

③「変則遺伝的アルゴリズムによる新潟県の衆議院議員選挙（小選挙区）の

　　選挙区分割についての試案」1998年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀

　　要、第1号217～231頁

④「AnApP1icationoftheGeneticAlgorithmtoSchedulingProblemsUsing
　　the　Concept　of　Differential　Penalty．」1996年9月Second　Joint　Conference

　　on　Knowledge－Based　Software　Engineering．202～205頁

⑤「『組合わせ問題』に適用する遺伝的アルゴリズム～交叉不使用の意味す

　　るもの～」単著2000年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀要、第3号241

　　～253頁

⑥「ApP1yingofCharacterPreservingMutationtoSchedulingProb1em」2000

　　年9月Knowledge　Based　Software　Engineering59～64頁

⑦「形質遺伝を重視した突然変異の提案とその有効性」2001年3月新潟国際

　　情報大学情報文化学部紀要、第4号123～135頁

情報処理学会

人工知能学会
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学　　　位
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主要業績

所属学会

ヤマグチ　　ナオト

山□　直人　YAMAGUCHl　Naoto
男

1957年3月31日生

助教授（1999年4月）

E－mail1yamaguti＠nuis．ac．jp

1979年慶鷹義塾大学工学部管理工学科卒業

1996年東京工業大学大学院社会工学専攻博士課程修了

工学修士（東京工業大学、1992年3月）

1979年4月～1999年3月宇都宮市役所勤務

1991年～1993年東京工業大学工学部非常勤講師

1996年～日本女子大学人問社会学部非常勤講師

専門は、計画学、コンピュータによるデータ解析および都市システム理論です

が、データ解析の純粋な理論を研究するのではなく、現実のデータを用し、ての

実証研究です。長年、行政実務を行って来ましたが、都市計画という立場で、

都市や地域をデータによって解析するという仕事が中心でした。政策を立案し

て検討・協議することを科学的に行うために，都市システムモデルというもの

を学び、都市シミュレータを作成して来ましたが、当時はコンピュータ単体上

で単独で動かすものだったために、行政の現場に定着することは難し状況でし

た。その後、その都市シミュレータを中心として、データベースやプレゼンテ

ーションツールを統合し、さらにネットワークシステムとして、多くの人（担

当者）が使えるようにするための研究をして来ました。これからは、行政庁内

のシステムから地域社会へも範囲を広げて、地域の人たちと接しながら、行政

計画を立案し策定するシステムを研究したいと考えています。

論文

①熊田、兼田、五十嵐、山口（1990）「Gaming／Simulation　to　Create

　　Planning　Culture」lSAGA／NASAGA

②山口（1991）「地方自治体における計画策定支援システムの整備方策」日

　　本部市情報学会

③山口（1991）「地方都市における住民の居住環境評価の構造と空問分布」

　　日本地域学会

④山口、五十嵐（1993）「計画策定支援型都市情報システムの核としての都

　　市システムモデルの開発に関する研究」日本都市情報学会

調査報告書

①宇都宮市（1986）「宇都宮市の将来人口（試算）」

②宇都宮市（1988）「公共施設整備の現状と期待水準の試算」

③宇都宮市、日本計画行政学会（1992）「宇都宮市計画策定支援システム整

　　備報告書1」

日本統計学会

日本地域学会

人文地理学会

日本都市計画学会

日本社会情報学会

地理情報システム学会
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オオヤマ　　タケシ

大山　毅　OHYAMA　Takeshi
男

1940年3月2日生

講師（1994年4月）

E－mail1ohyama＠nuis．ac．jp

1964年神奈川大学工学部応用化学科卒業

学±（工学、1964年3月）

1964年4月～1966年2月川口化学工業株式会社

1966年4月～1994年3月慶鷹義塾大学理工学部

人問工学の立場から人問の特性およびその測定方法について研究しています。

また、職場や家庭など生活のあらゆる場面において、人間が「快適」であるた

めの条件を探り、「1央適」であることを実現することをめざしています。

論文

①「四日市コンビナートの事故におけるヒューマンエラーの分析」（共著）

　　（1990．12．12，Technical　Report　No．90003，Department　of　Administration

　　Engineering　Faculty　of　Science　and　Technology　Keio　University）

②「超音波探傷における作業姿勢の影響」（共著）（日本設備管理学会誌Vol．5

　　No．1，8－15．1993）

③「手動制御系における予測情報の効果」（人間工学Vo1．29N〇一5，313－

　　319．1993）

④「コンビナートにおけるヒューマンエラーの相関分析」（1993．4．2，

　Technical　Report　No．93004，Department　of　Administration　Engineering

　　Faculty　of　Science　and　Techno1ogy　Keio　University）

⑤「反応時間に関する一研究」（1993．5110，TθchnicalReportNo．93009，

　　Department　of　Administration　Engineering　Faculty　of　Science　and

　　Techno1ogy　Keio　University）

日本人間工学会

バイオメカニズム学会

日本設備管理学会

情報文化学会

日本人間工学会評議員
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主婁蒙績一

競禽学会・

カワ八ラ　　カズヨシ

河原　和好　KAWAHARA　Kazuyoshi

男

1969年9月8日生

講師（1999年4月）

E－mail1kawahara＠nuis．ac．jp

1993年信州大学工学部情報工学科卒業

1995年信州大学大学院工学系研究科博士前期課程情報工学専攻修了

1998年信州大学大学院工学系研究科博±後期課程システム開発工学専攻修了

博士（工学）（信州大学、1998年3月）

1998年4月～1999年3月　岐阜大学バーチャルシステム・ラボラトリー非常勤

研究員

画像処理に関する研究。ファジィ理論の画像処理への応用（個人研究）、医療

用画像処理（国内共同研究）、3次元画像処理（個人研究）。

論文

①「ファジィテンプレートを基にしたファジィ位相とその画像処理への応用」

　　（共著）、1994年2月、信州大学工学部紀要第74号、pp．113－122

②「FlN1TETOPOLOGYBASEDONFUZZYTEMPLATESANDlTS
　　APPLlCATlONS」（共著）、1994年11月、Proc．ofthe1st　MAGNETO－ELEC－

　TRON1CS　lnternational　Symposium，PP．461－464

③「lmagθProcessingwithFuzzySetTheory」（共著）、1995年12月Second

　　Asian　Conference　On　Computer　Vision（ACCVI95）、Vol．I　pp．494－498

④「ファジィ理論を用いた画像処理」（共著）、1997年1月、電子情報通信学会

　　論文誌D』、Vo1．J80－D“、No．1，pp．166－174

⑤「1mageProcessingusingMathematicalMorpho1ogyandTopo1ogywith
　　Fuzzy　Set」（共著）、1997年12月、Proc．of　lnternational　Symposium　on

　　NonlinearTheory　and　its　App1ications（NOLTA■97）、Vo1．2，pp．1013－1016

⑥「FuzzylmageProcessingwithTopo1ogicalTheory」（共著）、1997年12月

　　Proc．of　lEEE　TENCON■97（lEEE　Region10Annual　Confference）Speech

　　and　lmage　Technologies　for　Computing　and　Telecommunications，Vol．1

　　pp．333＿334

⑦「EdgeAna1ysisofDigita1Mammogram」（共著）、1999年10月、Proc．of2nd

　　MAGNETO－ELECTRONlCS　lnternational　Symposium，pp．339－342

電子情報通信学会

医用画像学会
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コミヤマ　　　　サトシ

小宮山　智志　KOMlYAMA　Satoshi

男

1969年5月3日生

講師（2000年4月）

E－mail1komiyama＠nuis．ac．jp

1994年中央大学文学部社会学科卒業

1996年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博±前期課程修了

1999年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博±後期課程中退

社会学修±（中央大学、1996年3月）

1999年中央大学文学部社会学科非常勤講師

専門は社会学です。主に統計的な社会調査によって得られたデータを分析し、

以下のようなテーマに取り組んでおります（少数事例調査や第二次資料を用い

た研究なども行ってし、ます）。

1）人々の多様な意識のバリエーションとその生成の仕組みを明らかにすること

2）多様な意識をもつ人々が混在する社会における制度・慣習等についての合意

　可能性
3）制度・慣習等が人々の意識・行動に与える影響

論文

①「Perceptionof“effort，”“Ability，”and“EqualOpPortunity”inJapanese

　　Society」（M．Miyano（ed．）Japanese　Perception　of　Social　Justice：How

　　Do　They　figure　out　What　Ought　to　Be，Minsitry　of　Education，Sports　and

　　Cu1ture　Grant－in－Aid　for　Scientific　Research（B）Report，09410050．2000

　　PP．87－100）

②「不公平感の地域格差におけるマルチレベル分析の応用」（紀要中央大学

　　文学部社会学科第10号pp．199－213　2000年）

③「消費税・所得税に関する世論についての試論的研究」（社会科学研究所年

　　報第3号pp．67－791999年）
④「日本の公正地図」（宮野勝［編］『公平感と社会階層』科研報告書pp．195－

　　214　1998年）

⑤「高齢者自殺率の都道府県格差を説明するモデルの構築」（大学院研究年報

　　第27号　pp．159－174　1998年）

⑥「新聞における公正」（宮野勝［編1「日本人の公正観」中央大学社会科学研

　　究所報告書第17号　pp．193－202　1996年）

⑦「公正観の深層理解＝自由面接データの分析」（宮野勝［編］社会的公正の研

　　究：理論実証・応用科研報告書　pp．154－165　1996年）

数理社会学会

日本社会学会

関東社会学会

日本行動計量学会
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生年月日
職　　　名

連絡方法
学　　　歴

学　　　位

職　　　歴

研究分野

韮要業績

所属学会

ササキ　　　　　トウコ

佐々木　桐子　SASAKl　Toko

女

1972年2月22日生

講師（2001年4月）

E－mail1tohko＠nuis．ac．jp

1994年東洋大学経営学部経営学科卒業

1996年東洋大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程修了

1996年4月～1998年3月名古屋大学大学院経済学研究科大学院研究生

2001年名古屋大学大学院人問情報学研究科博±後期課程満期退学

経営学修士（東洋大学、1996年3月）

より大規模かつ複雑化する生産・ロジスティクスシステムを対象とし、シミュ

レーション技術を応用した詳細かつ柔軟なモデル構築および解析を行ってい

る。構築したモデルに、既存企業の“as－is”，“to－be”の生産・□ジスティク

スシステムに関するデータを入カし、より詳細な比較・検討を行う。

論文

①「□ジスティクスにおけるリエンジニアリング」『東洋大学大学院紀要』第

　32集、PP．111－137．1995．

②「酉己車・費用を考慮した□ジスティクスシミュレーションのモデル化と解析」

　『オフィス・オートメーション』Vol．18，No．4－2，pp．99－102．1997．

③「生産・物流システムシミュレーションのモデル化と解析」『オフィス・オ

　ートメーション』Vol．18，No．4－2，pp．133－136．1998．

④「ロジスティクスシステムのシミュレーションモデリングと解析」『オフィ

　ス・オートメーション』Vol．20，No．3，pp．76－82．2000．

⑤“AModule－BasedSimulationModelingandManagementforSupPlyChain
　Systems　on　Daily　Commoditiθs”，Studies　in1nformatics　and　Sciences，

　No．13，pp．81－89．2001．

オフィス・オートメーション学会

日本生産管理学会

日本経営システム学会
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